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ヘキ地の複式学級 における算数科指導の
現状 と課題 についての一考察
井 上 俊 夫
は じ め に
「へき地教育振興法」(昭 和29年制立)で は,へ き地を定義して,厂 交通条件及び自然的,
経済的,文 化的諸条件に恵まれない」地域 としている。
しかし,そ の地域の中で,地 域住民は長 く生活を続け,子 どもたちは育ち,成長している。
その陰で,多 くの教師たちの手によって,熱心に苦労の多い教育が実践されている。
このようなへき地が,最 近になって大 きな変動を示 し出した。その中心的な要因は,人 口の
流出である。 「過疎」という言葉が 「へき地」 と置 き換えられっっあり,地域の生活基盤は,
社会的な生活機能が維持できないまでに崩れ出しているという。
このような事情の中で,へ き地の教育は,過 疎地の教育 と姿を変え,そ の困難は一層増 して
きている。














筆者は,す でに 厂過疎化現象地域 と教育」(三 般祥二郎教授古稀記念論文集,昭和53年3月
1日)において,へ き地の児童 ・生徒及び地域住民の生活実態と意識にっいて明らかにし,そ
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こで実践すべき教育のあ り方を考察 した。 この研究を前提として,本 稿は展開されたものであ
る。





複式学級では,そ の特質から,直接 ・間接指導を行なうとい う関係上,ど う して も,機械
的 ・ドリル的な反復練習がかなりの時間を占めるのではないかと考えられる。
ここに,へ き地児童の一般的な傾向である 厂考え方が一面的 ・直線的であ り,依頼心が強く,
主体的に行動ができにくい」 という傾向を生み出し,学習態度 屯変動的にな りやすいことが推
察できる。
このような現状は,へ き地の少人数 という宿命的なものに起因するものであろうが。 しかし,
へ き地においても,子どもはいっの時代においても,未来に創るた くましい力をたくわえてい
るのである。
へ き地 という恵まれない地域にあるとはいえ,子 どもはた くましい力をもって成長 している
のである。ここに教育に課せられた責任がある。一人ひとりの子 どものもっ可能性を見出し,





(3)調査対象 滋賀県11校(内分校7)奈 良県6校 三重県3校(内 分校1)
へき地級指定状況でみると,次のようである。
① へき地小学校 ・分校のへ き地級指定
表 ・1は,調査の対象とした 「へ き地」における 「へき地性」である。
これによれば,滋賀県は,本校の数よ りも,分校の数がかなり多 く(図 ・1参照)そ の他の











Φ 小 学 校 ・分 校(へ き地)
● 小 学 校 ・分 校(平地>
a申 学校
回 小 ・中挙 校 ・分 校
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表 ・1へ き地小学校 ・分校一へき地級指定状況一















1 2 3 4 5 6 合計 合 計 学級数男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
本 A 1 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 3 3 6 3
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1 1 5 6 ユ1 3
分 K 1 2 3 1 2
一









1 2 3 4 5 6 合計 合 計 学級数
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
本 A 1 0 0 0 2 1 1 1 2 1 0 1 6 4 10 3






2 0 8 2 ユ0 3
本 C 0 0
一2
0 0 0 0 1 0 2 0 0 2 3 5 2
本 D 1 3 1 1 1 2 0 1 2 0 1 1 6 8 14 3
本 E 0 0 1 2 0 3
一
〇 1 4 3 2 3 7 12 19 3
本 F 0 1 0 0 1
一







1 2 3 4 5 6 合計 合 計 学級数
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
本 A 4 3 5 5 5 5 6 3 5 4 2 0 27 20 47 (5)
本 B 1 3 0 0 1 0 2 1 1 3
」
6 4 11 10 21 (3)
分 C 2 2 1 1
、 ' 、 」
3 3 6 (2)'」
X複式学級を編制する劉 欝 騫 む雛 脹
学校の規模によって,編制は,次 の2種類に分けられる。
○ 全学年を,低 ・中 ・高学年複式 として学級を編制
06学 年の内,2学 年を複式 とし,他の1学年をそのままにして編制
このようにして,ど の学校 ・分校においても,少人数学級 という宿命から,様々の編制をよ
ぎなくされているものと考えることができる。
② 算数科指導の形態
表.5驚 科鱒 の礁 獄 学級における鱒 の形態をまとめると・














教 科 書 の 種 類 1校馴%






改訂に伴い廃止されたが,ど の学校 も参考資料の程度で,改 善 して使用するという考えは全 く
ないとい うのが現状である。
④ 算数科学習指導に使用 されている教具 ・資料
算数科学習指導に使用 さる教具 ・資料の回答をもとに,表 ・8の学校規模設置基準に照合し
て,各領域毎の充当率をまとめると,次の表 ・7のようになる。
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品 目 類 別
教授 用算数 セ ッ ト
数 ・薯 ・形説明教具
百 玉 計 数 器
数 列 板
教 授 用 計 数 器
位 取 り 説 明 器
輪 な げ
分 数 説 明 教 具
計 算 練 習 板
乗 法 九 九 練 習 器
教 授 用 そ ろ ば ん
数 直 線 指 導 黒 板
物 差
車輪 式距離 測定 器
円 周 測 定 教 具
大 分 度 器




リ ッ ト ル ま す
メ ス シ リ ン タ ー
容 積 説 明 教 具
体積基本単位説明教具
基 本体 積説 明 教 具
上 皿 自 動 秤
スプ リング 自動 秤
教 授 用 自 動 秤
秤 目 盛 説 明 教 具
教 授 用 時 計 模 型

























組 組 組 組 組 組
3612121818









































品 目 類 別
教授 用時計 長黒 板
時刻・時間説 明教具
教 授 用 秒 測 計
大 三 角 定 規
大 直 線 定 規
大 コ ン パ ス
角 説 明 教 具






拡 大 縮 小 説 明 器
立 体 模 型
立体の展開図説明教具
立 体切断面説 明器
空 間 座 標 説 明 器
大 型 積 木
中 型 積 木
小 型 積 木
方眼黒板(低学年用)
方眼黒板(高学年用)































組 組 組 組 組 組
123344
組 組 組 組 組 組
51218243036












学 校規模の,基 準に対す る充 当は,平 均62.5%0で,整備の努力はな され て きているが,へ き
表 ・7算 数科学習指導に使用されている教具 ・資料
領 域 隊 と計算 障 と測定1図
充 当 率16・% 60°° 75°o
形隊 劉 劇 平
55°o 62.5°o
均





○ 数と計算 計算尺(1・2年 用)
○ シソクロ,シー トの自作





















○ 少人数のため毎日反復練習させ,学 習に対 して,自信 と意欲づけをすることができる。
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○ 一人ひとりに徹底した指導ができる。
○ 個別指導の徹底がはかられる。
○ っまず きの要因を,すばや く見出すことができる。
○ 児童数が少ないために,一人ひとりに目が届 く。
○ 事前テス トを行ない,っ まずきを把握し,学習形態やそれにもとずき学習過程をどの
ように組織するか考えることができる。
2.児童の学習態度










○ 教育機器の利用,一 人1台 の使用ができる。











○ 指導に当たる時間が調限されるため,具体物を用いた操作活動の場 ・時間が取 りに
くい。







○ 学年 ごとの導入,整 理に十分な時間が取れないため,指 導の徹底を欠 く恐れがある。





○ 間接指導時での話 し合い活動が制限される。(静 かさが要求される場であ り,授業
のじゃまになる)











○ 子 どもが学習に集中 して取組みにくい。
(3)複式学級における単式指導
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表・8学 校 独 自 の 編 制
濃 1年 2年 3年 4年 5年 6'年 合計
人 数 7名 10名 8名 8名 7名 7名 47名
編 制 単式 単式 単式 単式
、'
複 式
法的には,上 のような編成になるが,学 校独 自の学級編制を行なっているが,算数 ・理科指










④ 複式学級の算数科指導で,特 に,配慮 している点
複式学級の特質から,一般学級 と比べて算数科指導上には,多 くの困難点をもっことは,先
きにみてたとおりである。






○ 個々の力を最大に引き出させるため,毎 日学習の流れの中で,「考える場」 「話 し合
う場」を,多 く設け,子 どもの自主的学習態度が身にっ くように努める。
○ 直接指導 ・間接指導の組み合わせ方。

















複式学級指導の利点(長 所)と 困難点(短所)に っいて回答された内容をまとめ考えてみる
と,へ き地教育が もっ宿命 といわれる 「へき地と少人数」の問題か ら生 じる指導上の問題がす
べてであるといってよい。
特に,2学 年以上の児童によって編制される学級であ り,しか も少人数であり,学年別 ・男
女別児童数が きわめてアンバランであること,その上,能 力差が学年の枠を越えて存在する等
の問題は,°r学 級の場合 と比べ,学 習指導上に,多 くの困難を生 じる起因となることが明ら
かである。
2.複式学級の特質 と算数科指導
学級経営は,児童の学校生活,特 に学習活動の基盤となるものであ り,日常的で,しか も重
要な営みである。
複式学級においては,2学 年が同一学級に存在 し,少人数で,し かも序列が固定化する傾向
が強いと考えられる。そのため,こ の点を十分理解 した上,全 人教育の立場に立 って,教育の
目標実現のため,楽 しく,活気のある,しか も,児童相互の信頼関係自立をめざし,地域に根
ざした教育の実践が望まれ るのである。







エ.時 によって,学年の枠 をはず して,構成員が有機的に結合する。
オ.学 年別,男 女別児童数がアソバ ランスである。
カ.能力差が学年 の枠 を越 えてみられる。
複式学級には,こ のような特質がみられる。指導上の問題は,2学 年が1学 年として編制さ
れているため,「 タテの関係」が認められ,1年 ごとに相手が変わるとい う特色があ り,その
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年 の上位学年に優位が立ち,下位学年が従属的にすると考えられる。
なお,へ き地教育の1っ の特徴といわれる,兄弟姉妹,い とこ等,親 せき関係の児童が在籍
した り,欠学年がある場合 もある。
このような特質をもっ複式学級の指導においては,たしかに,調査の中にみられる困難点ぼか






02学 年分の内容をミックス して2か 年間に配分する場合。
02学 年分 を圧縮 して,1か 年で学習させ,そ れを繰 り返す場合。
等,種 々の方法が考案され,実践されてきている。
今回の調査内容を検討してみると,全体的傾向として,同i'科 で,し か も同単元指導を志
向しているものが多いと考えることができる。 この反面,同 一教科で異単元指導を行なってい
る学校 もある。
そこで,学年別指導と同単元指導のもっ特徴にっいて,よ り詳 しく考察 してみることとする。
ア.学年別指導(同一教科で,異単元指導)
次の学校は,準へき地にある学校の児童数 と学級編制を示 した ものである。(再 掲)
表 ・9
校 種 へき地級 1 2 3 4 5 6 計 備 考
本 校 準
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 音 体
低W5 2 4 6 3 5 5 1 3 4 6 3
26 21
47














このようにみると,学年別指導(単式)と いっても,少人数の児童,教 員数等か ら考えて,
指導者の負担が多 くなるとともに,教 材研究の不十分等,困難な問題が生 じることが考えられ
る。






















④ 他学年の学習 と交錯しやす く,学習の集中度が制約さ
れる。
⑤ 指導時間が不足しがちであ り,指導内容が稀薄 になる。
特に実験 ・観察や実技などの指導が不十分になる。






の効率化,深 化を図る上で,ま ず,短所 と考えられる問題を,いかに克服するが大きな研究課
題となるといえる。







同単元指導計画化の基本的内容は一同題材,同 主題 同教材,同 内容を含めて一次の基本的
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条件を具備する必要がある。
1.目標設定一隣接学年の共通あるいは,類似の目標を設定。
2.基本的学習内容の選定一 目標に沿 った共通あるいは,類 似の内容を選択する。
3.2年間単位の指導計画作成一形式的学年群,内 容的能力群,個 人差を考慮の上,そ れ
に応じて計画を作成する。
















次 に,表 ・13の2っの類型の うち,2を,第1
例 によ って示す と,次 の表 ・13とな る。
表 ・13数概念の指導(第1・2学年)
(注・2)
・2学 年 の指導 内容 として適用 した ものを,
項 目 項 目共 同 の ね らい















指 導 内 容
1 年 2 年





































② 分類整理 した ものの表 し ② 分類整理した結果を数を
方を工夫する。 用いて表す。(A・(1)・イ)
OOや ×を使 った表。02次 元の表など。
○ 一・次元の表など。
以上,第1・2学 年 厂数概念」(同 単元指導)の 指導例を示 したが,こ のような同単元指導
の内容を構成する基本的条件をまとめると,次のようになる。
① 両学年間に考えられる 「何らかの同一,ま たは,共通するもの」を抽出する。
② 「教科の各領域,各 分野の内容相互の関連」を考え,これを有機的な単元として構成す
る。












二本案とは,隣接する2学年分の指導内容を合わせ,そ の2か年分を,第1年 次(A年 度)
第2年 次(B年 度)に 分けて配分,し たがって,2年 間で,両学年の学習内容を指導する場合
である。
一本案とは,両年度 とも同一単元 とし,学年相応の発達差 と,学習経験の差を考慮 した上,
系統性をもった内容を学年別に,素材と程度を変えて,年 間指導計画を作成 した場合である。
(従来使用の複式学級用教科書は,一 本案が中心に編集されていた)
次の表 ・14表・15表は,両 者の長所 ・短所 を比較 したものである。
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表 ・14ご本案と一本案の比較










































○ 全 くの学年別々の指導形態に流れ ることが
ある。
○ 年度 ごとの学級担任の異動 に よ り,継 続
的 ・発展的指導に支障をきたす場合がある。









3.指 導 目標 〔
4.指 導計画 第1次 …
第2次 ・・
第3次 ・・






・… 時 間(0本 時)
…・ 時 間
〕 〔







第2次 …… 時間(%本 時)
〕
この学習 の展開においては,次 の点 を考慮 し,計 画す るこ とが よい。
1.学 習 内容 と児童の活動
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さ れ る 活 動
「教師 の活動」 の 「発言事項」(助 言 と発問)と 対 比 して,学 習内容 をで きるだけ簡潔 に
示 しなが ら,予 想 され る児童 の反応,発 言,動 機等 を記入す る。
2.学 習形態
「組織」 のところは,「 共通(両 学年)・全体(片 学年)・ グル ープ ・個 別等 のよ うに記入
す る。
「活動」の ところは,「 聞 く ・話す ・読む ・見 る ・行 な う」等,ま た,「 書 く ・計算す る・
測 る ・分類す る ・調べ る」 等,具 体 的に示す よ うにす る。
3.段 階
複式学級 にお ける学習指導上,最 も重要 な点 である。 「直接 ・間接指導」 お よび 「わた
り」 を,成 立 させ るための大 切な条件 となる。
4.教 師の活動 と指導形態
直接 ・間接指導お よびわた りに関 して,指 導 時間の配分 を どのよ うにす るかに よって決
まる ものであ り,厂 わた り」 が,特 に指導 の重要 な点 になる。
イ.直接(direct)指導 と間接(indirect)指導
複式学級における学習指導の中核をなす直接指導 と間接指導を考える場合,両 学年 に,異教
科,異 単元,異 内容,異 程度等を十分考慮する必要がある。
複式学級の学習指導として欠 くことのできない直接指導 と間接指導の成立条件にっいてまと
めてみると,次の表のようになる。
表 ・ 直接指導 と間接指導
ウ.「わたり」指導の問題
複式学級における学習指導で,直 接指導と間接指導の存在は宿命的なものであるといってき
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A一型
上位学年








































C型 とD型の組合わせ,主 として,学 年ごとの直接指導の機
会をもつ型。
指導に,ずれを生ずることが多い。








これは 「時間的,内 容的に一応計画はなされている」という点に注 目すれぼ,一単位時間
内における直接 ・間接指導を配分すれば,指 導の効果化をあげることができるといえる。
D型 ・C型は,同単元指導を行なう場合にかぎり,その効果が期待できる。
お わ り に
この研究においては,「複式学級をもつ学校の特質」 と 「算数科指導の実態」とを研究課題
として,へ き地にある学校に調査を依頼 し,その考察から,「へき地教育における現状 と課題」
を求め明らかにしようとしたのである。
調査結果は,それぞれの項 目ごとに考察 したようであるが,考 察内容を総合的にまとめてみ
ると,次のようである。
複式学級は,少 人数学級であり,へ き地地域の過疎化進行に伴い児童数が減少,極 少人数学
級が年々増加,複 式学級の特質 というべき2学年以上が存在するという宿命を背 うことになる。
したがって,そ こでの指導は,直接 ・間接指導が行なわれる関係上,機 械的 ・ドリル的反復
練習に多 くの時間を取らざるを得ないのが現状のようである。 しか し,調査内容の利点 ・困難
点の中にみられるように,複式学級をもっ学校はい うにおよばず,直 接学習指導にたず さわる
教師にあっても,困難点の改善に努力がなされているのである。へき地教育の ゜r的傾向とい
われてきた 「考え方が一一面的 ・直接的であ り,依頼心が強 く,主体的に行動ができに くい」 と
いう児童の姿が考察の中にみられることは事実である。
このような点から考えれば,へ き地にある児童の一般的な傾向が,地 域性 として現存 し,児
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童の学習態度 も受動的な傾向を示 し,今 日のへき地教育にも,その傾向が残るものと考えるこ
とができる。
このような現状の中で,一 日一 日の教育実践においては,児童たちの形式的 ・機械的な計算
技能や数学的な用語,記 号等などの理解や習得は,教 師の徹底 した個人指導により,その成果
は,か な り上が っていることは認められるが,反面,1っ の数学事象に対する多面的な見方 ・
考え方や,と らえた数学的内容をみんなで練 り上げ,必要 とする法則を,そ こか ら発見するこ
とや処理のしかたをみっけた りすることの数学的な考え方の育成に落ち込みが考えられる。
このように,へ き地教育さらに算数科教育の現状をみるに,厂へ き地 と少人数」 とい う宿命
的なものに起因 して生じる問題が存在することの事実が明らかである。
この現実を率直に受けとめ,へ き地教育 さらには算数科教育の改善をめざし,厂利点」 を伸
ばし,厂困難点」 の解消に努めるべ きであると考える。
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・図 表()・ ス ラ イ ド()・ 映画()
・OHP()TPは,自 作()
TPは,市 販()
・標 本(教 具)数 と 計 算()
図 形()
量 と 測 定()
数 量 関 係()
一86-・
ヘキ地の複式学級における算数科指導の現状と課題についての一考察
・学校独自で製作された学習資料 ・教具があれば,で きるだけ,具体的にお書 き下さい。






11.複式学級指導を進める場合,算 数科の各領域で指導上,ω 容易なもの,(イ)ふつ う,(ウ)困難なもの,
に分けて,次 の表の()に ○を,ご 記入下さい。
贏漕1ω 容励 もの 囮 ふつ うi(姻難なもの
数 と 計 算
量 と 測 定
図 形
数 量 関 係
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